
Joomla 1.5マイグレーション・クイックガイド

本資料は、Joomla 1.5 から Joomla 1.6/1.7 にマイグレーションする手順を備忘録としてまとめたものです。
本資料に書かれている内容について、その動作を何ら保証するものではありませんでのご注意ください。

１．作業環境：

debian 6 + php 5.3.3-7 + Mysql 5.1.49-3

にて実施

２．作業準備：(追加インストール）

Debianでphp5-curl パッケージを追加インストールする。

# apt-get install php5-curl

３．apache再起動

上記でインストールしたモジュールを有効にするために、apacheを再起動する。

# /etc/init.d/apache2 restart

このとき、サーバ名がDNSで名前解決できない場合には、サーバ名の名前解決できるようにする。
例えば、jupgrade を実行するサーバ名が「test.example.jp」であるなら、/etc/hosts に次のように行を追加する。

/etc/hosts

;;
127.0.1.1 test test.example.jp
;;

４．作業手順:：

■標準テンプレートへの変更：

独自のテンプレートを使用した状態でマイグレーションを実施すると、結果としてうまくjoomlaモジュールが表示されない可能性もある
ので、使用テンプレートを取り敢えず標準的なものに変更しておきます。（テンプレートをそのままでマイグレーションしても、マイグレー
ション自体は実施できます）
テンプレートの変更は、管理メニューから［エクステンション］－[テンプレート管理]から行います。
以下では、テンプレートとして「rhuk_milkeyway」を選んだ場合の設定例です。

■マイグレーションツール「jupgrade」の入手

http://matware.com.ar/downloads/joomla/jupgrade.html からjupgrade をダウンロード（今回はcom_jupgrade-1.1.1.zipを入手）
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■ 入手したエクステンションを追加インストールする。

■Jupgradeのインストールが正常に行えたら、メニューから[エクステンション]－[プラグイン管理]を選択し、「System - Mootools Upgrade 」を有効

（チェックマーク ）にします。
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■続いてメニューから[コンポーネント]－[jupgrade]を選択します。 jupgradeの画面から、[パラメータ]をクリックします。

今回はVer1.5xをVer1.6xにマイグレーションするので、パラメータ画面で、「Distribution」を"Joomla 1.6"、「Prefix for new database」
を"j16_"とします。　あとはデフォルトのままとします。「Distribution」を"Joomla 1.7」にするならば、「Prefix for new database」を"j17_"と
します。
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■以上のセットが完了したら、アップグレードを実施する。

正常にアップグレード（マイグレーション）できると以下のような画面になる。ここから「サイト」をクリックすれば出来上がったサイトを、
「管理者」をクリックすれば出来上がったサイトの管理画面を呼び出せます。
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なお、マイグレーションされた結果、installation フォルダが作成されている。これが残っているとセキュリティ上問題があるので
削除する。

# rm /var/www/joomla/jupgrade/installation

■確認：

マイグレーションが完了したら、早速出来上がったサイトを確認してみます。
URLで「http://Joomla-webサーバのアドレス/jupgrade/」と打ち込んでみましょう。　正常であれば以下のようなイメージで表示される
事と思います。

■ htaccess・アクセス権の調整

「.htaccess」ファイルが存在しないので、

# cd /var/www/joomla/jupgrade
# cp htaccess.txt .htaccess
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として、「.htaccess」ファイルを作成します。また、マイグレーションされた結果のディレクトリ（/var/www/joomla/jupgrade以下）のアクセ
ス権は、デフォルトの状態に戻されるようなので、必要に応じてアクセス権を適正にセットしてください。

■モジュールのアクセス権

マイグレーションの結果表示されたコンテンツには、必要とするモジュールが表示されない場合があります。　原因の一つはテンプ
レートにモジュールを表示させるためのポジションが存在しない場合と、もう一つはモジュールのアクセス権が適正にセットされていな
いケースが考えられます。

a) モジュールのアクセス権
まず、管理画面から[Extensions]－[Module Manager]を選択します。
コンテンツ中に表示させたいモジュールを確認します。　例えばユーザログインの為の、"Login"モジュールをコンテンツ中に表
示させるにはマネージャにある"Login"を確認し、それの表示が有効になっていか最初に確認します。　また、このときこのモ
ジュールはコンテンツの「position-6」の位置に表示される事が判ります。

表示の有効が確認できたら、"Login"をクリックします。すると、このモジュールの詳細情報が表示されます。この中で、「Menu
Assignment」を確認します。ここには、このモジュールがどのメニュー状態で表示されるかが指定されており、モジュールによっては全
く定義されていない状態になっています。
例えばすべてのメニュー状態でこの"Login"モジュールを表示させるなら、「Module Assignment」を"On all pages"にします。
または、特定のメニュー状態のときにのみ表示させるなら"Only on the pages selected"として、表示させたいメニューを指定します。
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b) テンプレートポジション
モジュールを適正な位置に表示させるには、テンプレートにおける適正なポジションを選択する必要があります。
「Login」モジュールの例では、このモジュールが"Position-6"の位置に表示されることが判っています。（この位置は上記の詳細
設定で指定できます）
では、各種テンプレートにおけるPosition-6の位置はどこになるでしょうか？
これは、テンプレート毎に違うので必ずここになるというものではありません。そのため実際は予期しない場所にモジュールが表
示されたり、そもそもそのポジションがテンプレートに存在しないために表示自体ができない場合があります。
各テンプレートにおけるポジションを確認するには、Joomla 1.5までは 「http://joomlaサイトサーバのアドレス/?tp=1」というよう
にURLの後ろに"?tp=1"を付加することでテンプレートのロケーション情報が表示されました。
しかし Joomla 1.6からは、"?tp=1"を付けてもデフォルトではロケーション情報を表示しないようになっています。 これを表示させ
るには、管理メニューから[Extensions]－[Template Manager]を選びテンプレート管理画面の[Options]を選択します。

オプション画面の「Preview Module Position」を"Enabled"にします。
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これで、"?tp=1"が有効になるので、利用するテンプレートのモジュールを配置できる場所が確認できます。　なお、利用するテンプ
レートにモジュールを配置する場所が無い場合には、そのテンプレートの内容を編集してポジションを新たに定義するのは従来と同じ
です。本資料では、テンプレートの修正までは含んでいませんのでそれについては他の情報などを参照してください。

■ユーザメニューのMenu Item Type

マイグレーションの結果、メニューにおいてv1.6では新たに「Menu Item Type」という項目が必須項目として追加されるようですが、なぜ
かユーザメニューにはこれが適正にセットされない様子です。このため、そのままではユーザログインしても、記事の投稿などができな
い状態になってしまいます。
Menu Item Typeの設定は管理画面から[Menu]－[Menu Management]を選び、[User Manu]を選択して表示されるそれぞれのメニュー
項目にいおいて、適正なタイプを設定してください。　因みに、自分の場合は

個人情報登録： [Edit User Profile]
記事の投稿： [Create Article]
Webリンクの作成： [Submit a Web Link
ログアウト： [login form]

を設定しました。

■カテゴリのアクセス権

記事の投稿の際に分類（カテゴリ）を指定すると思いますが、カテゴリについてもアクセス権が付くようになっており、マイグレーション
直後では各カテゴリにおいて「Publisher（投稿者）」の権限にもアクセス権が与えられていないようです。
記事の入稿においてカテゴリが指定できない状態でしたので、カテゴリマネージャで各カテゴリに適切なアクセス権を与える必要があ
りました。アクセス権の設定は管理画面のメニューから、[Content]－[Category Manager]でカテゴリの一覧を表示させた後、選択に使
用する各カテゴリアイテムをクリックします。
すると、カテゴリの詳細設定画面が表示されるので、その中の「Category Permissions」にある"Publisher（投稿者）"をクリックして表示
されるアクションアイテムで、投稿者に適切なアクション権限を与えます。因みに、自分の場合には
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Create(作成）： allowed(許可)
Delete(削除）： Inherited(変更なし： "Not Allowed"不許可）
Edite(編集)： alloweed(許)
Edit State(状態の編集)： allowed(許可)
Edit Own(多分、オーナ情報の編集）： allowed(許可)

なお、アクセス権はカテゴリ毎に設定できるようになっているので、必要なカテゴリすべてにこれらのアクセス権を設定する必要があ
る、

■正規サイト化

正常にサイトのマイグレーションが完了し、公開しても問題ないと判断できたらマイグレーションした結果を正規のサイトとして公開しま
す。方法は簡単で、joomlaのインストールされているディレクトリ(ex. /var/www/joomla）に「jupgrade」というフォルダが作成されて、そこ
にアップグレードした内容が入っている。
このフォルダ以下をオリジナルの場所に移せば良いので、

# mv /var/www/joomla /var/www/joomla.ORG
# mv /var/www/joomla.ORG/jupgrade /var/www/joomla

とすれば良い。

５．再マイグレーションの実施方法

サイトを正規化する前に、何らかの理由で再度マイグレーションを実施したい場合には、joomlaのルートディレクト(ex /var/www
/joomla)に移り

# cd /var/www/joomla1.
「tmp/joomla16.zip」 と 「tmp/size.tmp」 を削除2.
jupgrade ディレクトリを削除（ #rm -r jupgrade )3.
mysql を起動して、「j16_（Joomla 1.7なら"j17_"」で始まるすべてのテーブルを削除します。　テーブルの削除方法などはMySQL
関連の資料を参照してください。

4.

以上を実施した後に、再度、joomlaの管理画面にログインし直してから、jupgradeを実施します。
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